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内 容 梗 概

･r~一容遣PABXクロスバ交換機の標準化として,100回線から2,OOOrLil線の範州に適川されるAX-3形クロス

ノミ交換機を完成し,すでにその概要が本誌に紹介さjtたが,本稿ではその局妹中継台

無ひも中継台にほ吊腔u押ボタンによる共通操作方式を採爛し,

係について述べる｡

示および操作を単純化して,交換操作の

迅速化および疲′芳の怪減をはかるとともに,直結式の1座席から索線式の20柵席まで,経済的にかつ容易に増

設を行なうことができる｡またイ丁ひも小継子｢もクロスバ交換機の近代Hりこ適合する頼新な1座席形烏1ひ2虹

腑形の巾継台を標準化しじ.これはA形交換機=としても依川できる｡

1.緒 言

近来構｣勺交換機において,クロスバ交換機の占める比*はとみに

人となり,ことに数百l咄緑以_卜の仲封勺交換機でほ,その昔;要のほと

んどがクロスバ交換機となってきている.〕これは企 の近代化に伴

って,通信設備も自動化され,大容量化されて,トールダイヤルや

各種付辟設備に対する要求の増人,保′､げ～の軽減などによる経済件

を主眼とした経営の近代化の長われと考えられる｡,

局線■ll継台は,現状に烏いては人手の介入はさけられないもので

交換手の労ノブの減少,取り扱いの迅速化をはかって,労働条件の改薫

と経済化をはからねばならないことは当然でふf),AX-3形クロス

バ交換機の標準化に際して,新Lい試Åである共通操作方式を採川

した無ひも中継台および優美な石ひか巨継自を宣減Lた｡

無ひも中継台はすでに東海銀子_f本店-をはじ捏),阪神電鉄株式会社,

東海製鉄株式会社などに納入され,有ひも中継台は三井銀行本l占は

じめ,三井生命,国会図書館そのほか十数カ所に納入され,いずれ

も好評を博している｡

2.無ひも中継台

2.1概 要

局線中継軸ここ机､て,交換手の介在を必要とする状態は多種多様

であり,従来の無ひも中継台では,その操作および表示を局線ごと

あるいは接続回路ごとに設けたランプ,電けんでfJ二なって∴bり,この

識別および操作に交換 熟の′f と注意せ必要とL.,疲労が多いとい

う欠点があった｡表示の種類が少なければ,交換手の識別できる状

態が少なく,したがって問い合わせ事項が多くな牛,稚い)扱い能ノノ

が低~Fする｡また表示の種煩が多ければ,ランプの数が多くなるか,

あるいはランプの点滅表示の数が上門すので,J)すらわL.い._､

この無ひも中継台の設計に二■1っては,この表′Jミ烏よび｣剰′l三を八適

化することによF),一般の取り扱いは,ノ｡J維ごとあるいは接続回路

ごとの表ホおよび操作ほ必要なく,10個の=照式叔灘押ボタンのぶ

示および操作によって,日動的に所要のり線あるいは接続国路を選

択して取り扱いできるように考慮したJ

また索線式の中継台で,局線トランクと接続1司路とを接続するポ

ジション1jンクは,1段接続の共通制御プん㌔で,中継吾2f†,ノl】う線

20回線から,中継台20台,局線200回線までむ収容てき,坪椴が容

易であり,経済性および交換手の応符次数を考慮して,局線80い-り紘

以上ほ不完全群構成となっている｡

2.2 接 続 方 式

本無ひも巾継台の接続方式の例を弟1図心よび策2図にホす..-

*
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第1図 AX-3クロスバ交換機無ひも中継台(索線式)接続方式

EXT:

LF:

BWT:

CONN:

POS:

OPCT:

内線電話機

ライソプレ←ム

発着両用トラソク

無ひも中継台J】一摘録揖鴎路

ポジショソlロ】路
扱者呼出トランク

DNT:空番弓▲トランク

PR:ポジショソレジスタ

M:マ
ー カ

MC:`マーカコネクタ

ATT:無ひも中継台

第2図 AX-3クロスノミ交換機無ひも■-ト批台

(直結式)接続方式

第1区は索線式の例である｡第2図ほl自二結式で,局線と接続回路

(CONN)が対応しているため,ポジショソリンク(PL)およびその

制御回路(PLCONT)が省かれている｡

直 式は局線が20回線以下で,中継台が2台以下の場合に適用さ

れる｡弟】図の夜間受付台(NSC)およびそのコソネクタ(NC)iま,

夜間守衛室などで交換取り扱いを必要とする場合に付加される｡ノロ)

線より着信Lて｢甘線に接続されるルートはつぎのとおりである｡

まず局線トランクに着†iiすると,扱者の応答で

局線トランク(BWTまたはICTトーポジショソリソク(PL)-

は続世路(CONN)一座席回路(POS)一中継台(ATT)

のルートで,局線と中継台扱者との通話回路ができ,扱者のセンタ
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ボタンの拙作により,

接続回路(CONN)一-ラインフレーム(LF)一被呼加入者(EXT)

のルートで内線に接続される｡

扱者の操作完~r後の局線と内線の通話回路は

局線トランク(BWTまたはICT)一ポジショソリンク(PL)一接

続回路(CONN)-ラインフレーム(LF)一被呼加入者(EXT)

となる｡

2.3 構 成

本■い継台の構造寸法は弟3図のとおりで,1座席より任意の数の

日立評論別冊第46号

連結が~可能で,両端面にエンドパネルを使用する｡東海銀行本店に

納入された10台連結の写真を舞4図に示す｡弟5図はその1台を

示したもので,振作面は10個の自照式ボタン,イン/くルスセソダボ

タソ,ダイヤルのみできわめて簡潔になっている｡

架構成ほ第d図に示すとおりで,中継台架は中継台2台分のリレ

ー群が実装され,必要に応じて夜間受付台コソネクタ,扱者打ち合

わせ回路,併合回路などがとう載される｡

ポジショソリンクA架は,索線式の場今の基本究で,局線40回線.

中継台4台まで収容でき,局線が100回線を越える場合の付加用品
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第3図 AX-3クロスバ交換機無ひも中継台構造図

第41¥lAX一一3クロスバ交換機無ひも巾継台外観図

第5図 AX-3クロスバ交換機無ひも中継台正面図

がとう載される｡

ポジションリンクB架は,増設架で,局線が41～80回

線で小継台が5～6台の場合に使用し,それ以上の増設

にはポジショソリンクC架を設置するが,B架と同一構

成で布線のみが異なる｡

そのほか中継台に必要なジャンパ川端千坂は,トラン

ク架のスペースにとう載される｡

2.4 棟能および特長

通常の無ひも中 台の棟能のほか,下記のように多く

の機能と特長をもち,能率よく融通性がある｡

(a)共通操作方式

通常の取り扱いでは,10個の共通操作ポ牒ソと,セ

ンダボタンおよびダイヤルの操作のみで接続できるの

で操作はきわめて

が高い｡

唱で迅速に行なうことができ,取り扱い能率

(b)自照式反発形押ボタン電けん

共通操作の電けんほ,ランプを腑 した自照式で,各踵の表示

と操作が同一筒所で行なわれ,また電けんの配列に考慮が払われ

ているので,操作が簡明で誤躁作が少ない｡
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ポジションノンク架バ
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第6図 AX-3

ポジションリンク架β

ポジショソレジスタ

ポジショノ回路

中継台接続回路

rll継台オーダl珊路
夜間受付台切帝R/G

ポジショニ/リンク制御ユニット
ポリショソレジス_クマ-カコンラック

スイッチ制御ユニット

雑ユニット
葉上端子板
クロスバスイッチ

電 けん髄

ヒューズ盤

クロスバ交換機鹿ひも中継台架構成



AX-3 形 ク ロ ス

(c)局線応答

直結式と索線式で操作がほとんど同様であるから,増設の場合

増設忙よって但結式を索線式に変更する場合にも交換手になんら

教育の必要がない｡また巾継台の吾数が多いときは,着信表示が

2日にのみ行なわれ,かつヤ1勘こ負荷がかかるので,扱者の無為

の緊張が避けられ,不均衡が生じない｡

(d)局線援統

索線式の場合,共通ランプで1■汀㍑凄示さjtるが,必拙こ応じ

て,拙走月線あるいは特定ノ.崩射伴に対して指定発信1使先前借接

続ができるlニーまた市外発信に際Lては,発信した局線の番号を正

面パネルのランプによりチェックすることができる｡

(e)内線接続

内線への接続は,所要の蘇り･のセンダボタンを押すだけでポジ

ショソレジスタより直~らにマーカを 動するので,接続が迅速で

かつ内線話中,リソク話1い,空番号などか雄一-:ちにわかり,共通制

御クロスバ交換機の特長が発揮されている｡また内線の話中ラン

プを設けることも可能である｡

(f)待ち合わせ接続

内線話中の場合,割込みボタンの操作で割込み通話ができ,交

換手がそのままぬければ,内線が送受器を下したとき,自動的に

呼出し信号が送出され,応答すれば局線と内線が通話状態にはい

る｡

(g)内線不応答

l力線を呼出した状態で交換手がぬけた場合,10～20秒たっても

内線が応答しない場合,不応答表示が交換翻こ 示される｡

(h)自動共電

内線電話機忙ボタン什電話機潅使用し,送受器をあげると直ち

にIl-1継台の交換手が応答する共電式と,ボタンを押して送受器を

あげれば自動交換機に接続される口動式とが共に可能な,いわゆ

る自動共電式電話機が収容できる｡この電話機は主として幹部用

に使用される｡

(i)打ち合わせおよび局線転送

交換手間の打ち合わせができるし-)また局線に対して応答または

発信したのち,この局線を任意の他の中継軸こ転送できる-〕

(j)テープサービス

局練に対し,トーキー装躍を付加することiこより,テープサー

ビスを行なうことができ,テープサービスが終ると自動的に開放

される｡この時1苫]ほ調整可能でぁる.-,

(k)椎柵併合

庫席併合を行なえば,交換･-いほ､†珊どおり[~l席のボタンを操作

することにより,接続回路30回路まで取り扱うことができ,また

局線群が台によって分かれている場合でも,呼が少ないときほ1

舵で仝局線の取り扱いが‖一能となるLr

(1)夜間受付fi

夜間受付台は,中継自のリレー肝をそのまま利rT=ノ,操作台の

みを切り替えて使用するので,きわが〕て経済的で,いわば簡易中

継台であり,寸衛所などで通常の交換取り扱いができる｡

中継育と試験室の問は打ち合わせ回路があり,異常の場合は直

ちに試験室に連綿でき,試験苫が局線,接続回路などを指定して

接続試験ができる()

2.5 操 作 方 法

未申継台の操作の一例を局線よ机削~;し,性線に接続する場合に

ついて述べる｡

共通操作ボタンの機能は弟1表のとおりであるが,その配列は下

段左より右にOK～RCLボタンが,上段左より右にRLS～OFRボ
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第1表 AX-3クロスバ交換機無ひも中継否

電けん機餞一覧表

OK

TK

PK

AN

RCL

Rl-S

CHK

END

CL

OFR

万古線分調(長′Jミおよび操作1

~-~÷老通.講(ぶ′Jミおょびj~別′い

l人1線分割 り三′言および操nり

右1)線弟倍よノ再ゴよび応附則乍

内線再呼日長′J訂;よぴしと:答一肌′ド

切 怖 (操 【′い

局線番り照合 用左 †′い

取扱い完｣′

J己線呼王I与し

内 線:判 込

け某 †恒

t柑 †′l:~)

〔柁 作)

タンが並んでいる｡

(a)局線着信の表示

ANボタン……点火

(b)扱者が応答Lて局線と通話

点火しているANボタンを押すと減火して,OKポタr点火し

局線と通話できるく｡

(c)l勺線に接続

PKボタンを押すとダイヤル音がIiRこえ,所要の内線番けに応

じてセソダボタンを押せば,内線に接続され日田-11苫が【川こえる｡

このときOKボタンは滅火してPKボタンが点火する｡

内線が応答すれば,そのままl畑線分割の状態で通話できる(PK

ボタンを押さずにセンダボタンのみでiノ｣線に接続するノ上しレ可能

であるが,局線発仁如こもセソダ使用を考慮Lて,このノJ式な採川

した)｡

(d)三者通話を子_fなう場合

TKボタンを押せばPKボタンほ減火してTKボタンがノ1りくし

三者通話できる｡

(e)操作完了し扱者がぬける場合

ENDボタンを押せば,

る｡もし続いて局線からの

PKボタンまたはTKボタンが滅火す

后呼がある場合にはENDボタンを

押さないでANボタンを押せば,新い､ 信呼に応答できる｡

以上が通常の局線着信呼の触り扱いであるが,操作はセソダボタ

ンを除いて3､4l‖lの操作で,続いて呼がふる場和こは2～3回の

操作で折む`､

2.る ポジションリンク

本リンクは,Lt-･継自接続l=l路と局練トランクを一共池ボタンの操作

でl上l動的に接続するリンクで,応答,発丘 指定接続などの機能存

もっているr､

リンク構成は一段接縦で,共通;例御いり路を簡｢ilにL,小容量の場

合の経済性をはかり,大容最の場命は交換手の応答次数,冊i-せの`プ子

易さ,実装, 済性などを考慮して局線801‖l練までを宣仝椚とし,

それ以上は不完仝群で,局線200l‖1線,接続回路200ll順までむ収

容できるように構成した.J

応答次数と応答時間の関係ほ眉7図のようになる｡

クロスバスイッチには6ワイヤのスイッチを便川し,垂‖†備に接

続回路を収容してリレー切り得えを了fない,水､i∠路に局線トランク

を収容している｡第8図に局線160回線,接続回路140回路を収容

する場合の一例を示す｡

架の構成は,局線トランクおよび接儲田路が対応して逐次経済化

に増設できるように考慮されている.コ

呼が閑散でrl--継台1f-｢のみとする場合,あるいほ夜間受什f～1f†

を使用する場合には局線が不完全肝になっていると,弟信しても応

答のできない場合が生ずる｡したがってこのような場合ほ,使用し

ていない中継台の接続回路を併合して,1台で2台分あるいは3台

分の接続回路を扱えるように構成Lた｡この方法は弟9図に示すよ
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第7図 AX-3クロスバ交換機無ひも･l-一都否の

応答次数と応答時粧のl某‖系

局線トランク(J別

第8図 AX-3クロスバ交換機無ひも中継台

ポジションリンクの構成

うに,接続回路,ポジショソ阿路およびポジショソレジ

スタをそのまま併合し扱えるようにしたもので,木方式

では共通ボタンで操作するので,併合を行なっても平常

となんら変りなく,全局緑に対して取り扱いができる｡

2･7 性能および使用条件

本中継台の性能はつぎのとおりである｡

(1)電

(2)線 路 条 件

内線線路抵抗

内線線路絶縁祇抗

局線線路抵抗

路線線局 縁･抵抗

(3)伝送講量限界値

通 話 減 衰 量

漏話話減衰屋

3.1概

DC
-48±5V

1,200∫1以下

20kQ以_1∴

1,200n 以下

20kn以仁

1.5dB以下(300c/s)

0･5dB以下(1,000c/s)

75dB以仁(1,000c/s)

インピーダンス不平衡量

30dB以上(1,000c/s)

結 我_i 失 4dB以~F(1,000c/s)

3.有ひも中継台
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ポジシ㌧ソリソク

局線トランク

中継台接続回路

匪 席 回 路

ポジショこ/レジスタ

中 継

併合閣

3クロスバ交換機無ひも中継台併合方式

第10図 AX-3クロスバ交換機有ひも中継台外観図

有ひも中継台ほ従来のAM形巾継軸こ相当する2座低形の中継台

およびAS形中継台に相当する1座席形の小継台を標準化した｡回

路は従

る｡

の中継台とほとんどl司

3.2 横

柄造は近代的な

で,自動共電式電話機を収容でき

造

築にマッチした体裁優美なもので,第】0図に
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第11Ⅰ¥1AX-3クロスバ交換機有ひも巾継台構造掴l

三ル銀行本店糾の4台連結した有ひも小継台の外観図を示し,弟l】

図に2座席形の構造~､J▲法をホす｡弟10図左端の車上形操作台は三

井銀行木｢i~に｢舶封二納入されたいっせい指令操作台で,右端は夜間

切啓電けん什のケーブル転向台である｡

本中継点は写iT‡に示すように,優美な木‖模様のメラ
ン樹脂化

粧板がはられ,電けん板の手前はガラス掛)となっておf),ジャッ

ク面も色彩の調和を図っている.｢



AX-3 形 ク ロ ス 交 換 機 川 中 継

3.3 性能および使用条件

本中継台の性能はつぎのとおりである｡

(1) 源 電 圧

(2)線 路 条 件

内線線路航抗

1月線線路絶縁紙抗

作動局線線路抵抗

磁石局線線路抵抗

共電局線線路抵抗

局線線路絶縁抵抗

(3)伝送諸星限界値

DC
-48±5V

1,200n∴以下

20kQ以上

1,000∫1以下

1,000rl以下

750n以~F

20kn 以上

無ひも中継台の場合と同様である｡

特許 弟267073号

特 許

共 通 制 御 式 自 動

木発明は共通制御式】′1動塩請交換ノJ式において,番号群回路装i琵

をレジスタと両接接続させ,時分割式により,数個のレジスタの記

銀と同時に礪訳および訪･~P試験を行なぁせ,マーカが空きまたほ使

用中のいかんにかかわらず,話中および死番号処理を,依頼された

レジスタに行なわせることにより,マーカの負担を軽減させるもの
である｡

今自局の加入者またほ,入中継挽回路を経た他局よりの呼がある

と,レジスタは被呼加入･老番号を記録し,これが完了すると,レジ

スタは番号群を捕捉し,番号群をして,その線の配置標示にほん訳

させ,被呼加入者番号が空いているか,話中であるか,死番号であ

るかを試験し,話中または死番号の場合には,マーカが空いている

か使川中かのいかんにかかわらず,レジスタにおいて,話中処理牒

たは死番り･処理を行なわしめるtJ

被呼加入者ほ空の場合にほ,マーカが(圭引1J小の場合は,このレジ

スタとマーカをレジスタマーカコンネクタにより接続し,同l時に番

特許 舞268539号

4.鯖

共通捜作式の無ひも中継台は,わが国においては新い､試みであ

り,種々のサービス機能を採り入れて取り扱いの能率化と融通性を

図った｡ 施の結果は,交換手にもきわめて好評であり,従 の無

ひも中継台に比べて丁数時間が減少しているようであるが,これは

[1下測定中であり,今後測定結果に基づいて操作面の合理化を図り,

改善を続けていく予定である｡最後に本･tl継台の開発にあたり種々

助をいただいた口立製作所戸塚工場システム課野上課長をはじ

め関係各位に深く感謝の意を する次第である｡

参 諾 文 献

(1)大野:日立評論･1-一審_辻クロスバPBX交換機の標準化

の 紹 介

非立

渡 辺

話 交 換 中 継 方 式

÷J▲群回路袈甫でほん外された,柳平加1入署の配示標示をマーカに転

送し,被呼仙人一書をこれに相当した中継練回路に接続させる｡

(高 木)

乃□入着 用人毒回路 横続回路網

自 動 交 換 機 の 市 外 通 話 制 御

ステ､ソプバイステップ式私設日動交換機では,加入者の〔Ⅰ動市外

通話を制御するために,局繰レビータごとに丁†J外通話了filj御装置を必

要とする欠点がある｡

本発明はこのような欠点を解決するために,共通制御交換機を使

用し,発信用レジスタを共用することにより,市外通話制御のため

の特別な装置を設けることなく,市外通話制御機能を可能にしたも

のである｡

加入者が受話器を上げれば,マーカの動作により,リンクを通し

て空いているトランクに加入者を接続し,マーカほ復旧する｡次に

加入者がダイヤルをすれば,ダイヤル数字ほすべてレジスタに蓄積

され,ダイヤルされた番号が内線加入者番号であれば,レジスタは

マーカを捕捉し,マーカの動作により加入~者-リンクートランクー

リンクー被呼加入者の通話が行なわれる｡マーカの動作が終了すれ

は,マーカは復旧し,レジスタも復l口する｡

もし第一数字が局線光信用の特殊番号であれば,レジスタは直ち

にマーカを捕捉し,マーカは ニマムポーズの問で加入者一リンク

一トラソクーリソクー局線レビータ一局線の通路を形成する｡
この回路が完成すれは,マーカほ復旧するが,レジスタはトラン

クより描捉されたままで,第2数字を計数蓄積する｡第2数字のダ

イヤルイソパルスはレジスタに計数蓄積されるとともに,局線にも
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送=される`､この第2数十が自動市外通話川特殊番号であれば,レ

ジスタほ向ちにトランクに表示を送り局線レビータを解放せしめ

て,トランクより扱者回路に接続し,レジスタほその動作後に復旧

する｡第2数字が自動市外通話用特殊番号以外の番号であれ乙･ま,レ

ジスタはそのまま復旧し,第3数′~責二以降のダイヤルインパルスも加

入者-リンクートランクーリンク一局線レビークーー一局線を経て,局

交換機に送出され市内加入者に接続される｡ (高 木)
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